
T細胞療法の有害事象モニタリング

T細胞療法は、患者自身のT細胞を利用してがん細胞を攻撃する免疫療法で、
二重特異性抗体やCAR-T細胞療法がある。T細胞療法には従来のがん化学療
法では認めなかった代表的な有害事象としてサイトカイン放出症候群(CRS)
や免疫エフェクター細胞関連神経毒性症候群(ICANS)がある。
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二重特異性抗体

CAR-T細胞療法

サイトカイン放出症候群 免疫エフェクター細胞関連神経毒性症候群

発熱、浮腫、低血圧、低酸素症、頻脈
重症化: 臓器障害、凝固異常

意識障害、錯乱、失語症、運動機能障害、傾眠
重症化: 痙攣、昏睡

ASTCTコンセンサスGrade判定基準 免疫エフェクター細胞関連脳症(ICE)スコア

発現日 (中央値): 2-5日目 発現日 (中央値): 5-9日目

サイトカイン放出症候群(CRS)や免疫エフェクター細胞関連神経毒性症候群
(ICANS)が疑われる場合、病院への連絡・受診を勧奨してください。

＜スコアの分類＞
・７～９点：Grade１
・３～６点：Grade２
・０～２点：Grade３
意識レベルが低く評価ができない場合は０点：Grade 4
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